
国際言語文化研究所
International Institute of Language and Culture Studies

新しい時代にふさわしい共同性を思考するという命題を、
言語と文化という側面から追及していくことを目的とする

主な研究テーマ

歴史、移動、物語の包括的研究プロジェクト

●ジェノサイドと奴隷制の問題
●差異と移動の生活史
●在外日本人・日系人の生活と生業
●世界／日本文学の展開とモダニティ
●ヴァナキュラー文化研究

認知と表現を巡る包括的研究プロジェクト

●バイリンガルfNIRS言語脳科学プロジェクト
●ジェンダー研究会
●風景・空間の表象、記憶、歴史
●文学レジデンシー

研究所長：滝沢 直宏（言語教育情報研究科 教授）
主な研究拠点：衣笠キャンパス
お問い合わせ：立命館大学 研究部 衣笠リサーチオフィス内 国際言語文化研究所事務局
℡  : 075-465-8164  ℻  : 075-465-8245  ✉ : genbun@st.ritsumei.ac.jp  http://www.ritsumei.ac.jp/research/iilcs/

国民国家の再検討、グローバリ
ゼーション批判、ジェンダー編成
の考察、ディアスポラとしての移民
の追跡、日本研究における視覚性
の問題、ヴァナキュラー文化、風
景・空間の表象、更に、基礎言語
学からバイリンガリズムや言語脳
イメージング研究まで、多くの課
題をプロジェクト研究として取り上
げ、シンポジウム、出版物などで
国際的に展開・発信しています。

# 連続講座・シンポジウム・研究会テーマ例

リレー講座（全4幕）

●メディアとしての風景と地域の記憶　
●書いて配って世界を変える 
̶zine・ミニコミ・フェミニズム

●ヴァナキュラーな言語と文化 
̶中世イギリス、江戸時代の越後、植民地
時代のキューバを例に̶

●戦後東アジアをめぐる移動の生活史

連続講座（全4幕）

●戦争が残した傷・病
●カナダの日本人移民社会における「病」
―スペイン風邪・結核との闘い

●災厄を伝える民うた・民がたり
―震災・戦争・パンデミック―

●原発禍からコロナ禍へ
―連鎖するカタストロフィを考える

シンポジウム

●地域に生きた女性たちの「フェミニズム」 
　 「̶全国女性史研究交流のつどい」報告
集全12回を読む̶

●文学的クリエーションの場としての大学  
University as a Site of Literary 
Creativity : a roundtable

●ガリツィア・ユダヤ博物館巡回展
「記憶の跡をたどって」
●ヴァナキュラー文化と世界の子どもたち
●世界の“English”から“Englishes”の世界へ
「国際英語文化の多様性に関する学際研究」
●韓国におけるトランスジェンダーの現状：
法制度と市民社会

●トランスナショナルな運動としての
トランスフォビア

●スポーツとトランスジェンダー

研究会

●「I Am Here 
̶私たちはともに生きている̶」
上映とトーク

●左川ちか2022
―新たに開かれる詩／モダニズム／世界

●日本語から世界文学を考える
Considering WORLD LITERATURE 
from Japanese Language

10月8日・15日・22日・29日（毎週金曜日）［17:00 ～ 19:00］10月8日・15日・22日
［開催方法］ オンライン開催

（毎週金曜日）［17:00 ～ 19:00］日・29日（毎週金曜日）
オンライン開催※Zoomウェビナーにて開催いたします。スマートフォンでの

ご視聴はアプリのダウンロードが必要となります。

参加無料

手話通訳

立命館大学国際言語文化研究所 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1
TEL： 075-465-8164   E-mail： genbun@st.ritsumei.ac.jp
URL： http://www.ritsumei.ac.jp/research/iilcs/

お問合せ先

http://www.ritsumei.ac.jp/research/iilcs/event/redirect.html/お申し込み主催

立命館大学
国際言語文化研究所
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「戦争が残した傷・病」
コーディネーター・司会：内藤 由直(立命館大学)
発表１：栗山 雄佑(立命館大学) / 発表２：松田 英里(早稲田大学本庄高等学院)

「カナダの日本人移民社会における｢病」―スペイン風邪・結核との闘い」
コーディネーター：河原 典史(立命館大学)
発表１：河原 典史(立命館大学) / 発表２：坂口 満宏(京都女子大学)
コメンテーター・司会：志賀 恭子(同志社大学)

「災厄を伝える民うた・民がたり ―震災・戦争・パンデミック―」
コーディネーター・司会：鵜野 祐介(立命館大学）
発表１：鵜野 祐介(立命館大学) / 発表２：川島 秀一(元東北大学教授、日本民俗学会会長)
昔語り：大平 悦子(語り部)

「原発禍からコロナ禍へ ―連鎖するカタストロフィを考える」
コーディネーター・司会：土肥 秀行(立命館大学)
発表１：田口 卓臣(中央大学) / 発表２：ロベルト・テッロージ(立命館大学)
コメンテーター：中村 隆之(早稲田大学)

第1回
10月8日

第2回
10月15日

第3回
10月22日

第4回
10月29日

【参加方法】当日、下記リンクまたはQRコードよりご参加いただけます。
※Zoomウェビナーにて開催いたします。スマートフォンでのご視聴はアプリのダウンロードが必要となります。
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2020 年度 国際言語文化研究所 リレー講座

1日目 （2月 18日（木））

2日目 （2月 19日（金））

2020 年度 国際言語文化研究所 リレー講座
2月18日（木）［10:00 ～・13:30 ～］19日（金）［13:30 ～・16:30 ～］

開催方法：オンライン（zoom）開催
参加無料
要事前予約

手話通訳あり

書いて配って世界を変える̶zine・ミニコミ・フェミニズム
第2幕［13:30 ～ 15:30］

戦後東アジアをめぐる移動の生活史
第2幕［16:30 ～ 18:30］

メディアとしての風景と地域の記憶
第1幕［10:00 ～ 12:00］

ヴァナキュラーな言語と文化 ―中世イギリス、江戸時代の越後、植民地時代のキューバを例に― 
第1幕［13:30 ～ 15:30］

立命館大学国際言語文化研究所 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1
TEL： 075-465-8164   E-mail： genbun@st.ritsumei.ac.jp
URL： http://www.ritsumei.ac.jp/research/iilcs/

お問合せ先

https://forms.gle/bteY9bcnomKMdGj2Aお申し込み主催

立命館大学
国際言語文化研究所

砂糖の秩序、タバコのカオス

西 成彦（立命館大学） 中村 仁美（立命館大学）
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10月４日（金）・17日（木）・18日（金）・25日（金）
立命館大学 衣笠キャンパス 平井嘉一郎記念図書館カンファレンスルーム

食と全体主義
ナチスのキッチン：ヒトラーの食糧戦争

藤原 辰史（京都大学）

パンと祖国：ファシズムの小麦戦争
新谷 崇（茨城大学）

山手 昌樹（上智大学） 土肥 秀行（立命館大学）

歴史における『甘み』の役割
南 直人（立命館大学）

砂糖菓子の情念
橋本 周子 (滋賀県立大学 )

安保 寛尚（立命館大学）

森の錬金術 ―ツバメの巣の生産から消費まで
佐久間 香子（立命館大学）

伝統食品からグローバルな健康食品まで
―ブルガリアのヨーグルトをめぐる言説空間

マリア・ヨトヴァ（立命館大学）

古川 勇気（立命館大学） 小川 さやか（立命館大学）

日系アメリカ人戦時収容所における食と支配
和泉 真澄（同志社大学）

味覚と視覚の境界
―1960 年代米国における食品規制と企業戦略―

久野 愛（京都大学）

坂下 史子（立命館大学）

食と言説

食と甘さの世界変容 食と支配・抵抗

主催：立命館大学国際言語文化研究所
協力：立命館大学食総合研究センター

立命館大学国際言語文化研究所 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1
TEL： 075-465-8164   E-mail： genbun@st.ritsumei.ac.jp
URL： http://www.ritsumei.ac.jp/research/iilcs/

お問合せ先

参加無料
事前予約不要

第３回
10月18日

第４回
10月25日

第１回
10月4日

第２回
10月17日

報告 1

報告２

コメント 司会

司会

報告 1

報告２

報告 1

報告２

報告３

コメント

司会

報告 1

報告２

コメント 司会

17:00 ～ 19:00（開場 16:30）
※第２回のみ 17:30～19:30（開場 17:00）

# 研究所としての活動
本研究所の活動は、学内外の研究者により組織された共同研究と、公開講演会やシンポジウム、「研究所
連続講座」など、学生や一般市民に広く開かれた活動に大別されます。共同研究は、広い学問領域をふま
えて行われる学際的総合的なプロジェクト研究や、世界の文学・芸術・文化・思想などの幅広い分野につい
て研究する課題別共同研究会により進められています。また、研究成果は年間3号刊行する紀要『立命館
言語文化研究』や単行本などに発表しています。

紀要『立命館言語文化研究』

立命館 Ritsumeikan Studies
in Language and Culture
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2020年度国際言語文化研究所リレー講座報告

第1幕「メディアとしての風景と地域の記憶」
1 仲座久雄と花ブロック
―戦後沖縄におけるコンクリートブロック造の装飾的展開
 磯部直希

13 近代の東京の郊外
―国木田独歩『武蔵野』から田中恭吉の詩歌と創作版画へ―
 橋本真佐子

第2幕「書いて配って世界を変える―zine・ミニコミ・フェミニズム」
29 ZINE という選択肢
―個人と個人をつなぐ小さなメディア 野中モモ

39 ジン・カルチャーの現在的展開とその意義
―フェミニスト・コミュニティ・アクティヴィズムの
視点からの展望 村上　潔

53 フェミニズム以前のフェミニストたち
―1950-60年代岩手女子青年たちの生活記録雑誌を読む
 柳原　恵

第3幕「  ヴァナキュラーな言語と文化－中世イギリス、江戸時代の
越後、植民地時代のキューバを例に－」

65 中世の英語文学とヴァナキュラーとしての歩み
―チョーサー、地方語、周縁性 岡本広毅

85 ヴァナキュラー文芸と『北越雪譜』
森山　武

103 キューバのブッフォ劇におけるヴァナキュラー言語、
およびナショナリズムの発現 安保寛尚

第4幕「戦後東アジアをめぐる移動と生活史」
117 中国帰国者の歴史をめぐる継承
―マスメディアと三世― 山崎　哲

129 日本と朝鮮半島における人びとの移動と記憶
―日朝韓に跨る親族のつながり 竹田　響

149 戦後東アジアをめぐる帰還移民のライフヒストリー：
山崎論文と竹田論文へのコメント 佐藤　量

国際言語文化研究所重点プロジェクトA1－3
文化の移動と紛争的インターフェース
在外日本人・日系人の生活と生業
「移民の衣・食・住」

151 日本人移民の「ユートピア」
―アメリカ救世軍日本人部の社会事業館― 坂口満宏

169 ユダヤ人のHomeとは何か
―社会心理学的見地から― 吉村季利子

国際言語文化研究所重点プロジェクトA3
ヴァナキュラー文化研究会
「4か国におけるバラッド（物語歌）展開：
ヴァナキュラー文化の多様性と生命力」

189 スロベニアのバラッド
―始まりとその展開―

ゴレッツ・カウチッチ・マリエットカ

209 スコットランドにおけるバラッド文化の展開
―スコティッシュ・アイデンティティ探求の諸相―
 中島久代

227 植民地時代キューバの物語詩
―キューバ人の人種的・文化的主体の表象の変遷について―

安保寛尚
249 100年生きたラブソング
―恋歌の系譜と1920～ 30年代ブロードウェイ・
ミュージカルの歌詞― ウェルズ恵子

個別論文

267 La route de l’exil de Sugawara no Michizane FIN 
菅原道真－太宰府への道 フォール・エリック

275 言語が再び芽吹くための種
―ラリー・カウアノエ・キムラのハワイ語詩と『MELE 詩の国際便』
 阪本佳郎

303 シニア世代の英語学習・英語使用についてのナラティブ分析
―70代女性の語りに表出されるアイデンティティ―
 山本由実

RITSUMEIKAN RESEARCH立命館大学｜衣笠総合研究機構｜国際言語文化研究所


